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昭和52年5月16日

上田市

秘書課

上回@4100
田辺印刷

み
ん
な
で
上
手
に
つ
く
ろ
う

第 743号

〈
神
科
第
二
保
育
園
で
-
-
い
の
ぼ
り
づ
く
り
〉

も

]) 広報

健康で意欲的な園児に・..

神科第 2保育園は、市街地から東へ 3kmほどの古里(西野竹)地籍にあります。

昭和39年に園児60名で開園しましたが、新興住宅地として発展したため、 51年に遊戯室、

保育室を増築、 52年度は、園児 117名と開園当時の約 2倍となりました。

このごろの児童は、体の成長が良い反面、体が弱いと言われています。 園では、特に健康

に留意し、丈夫な園児にと、うす着の生活やマラソンなど体づくりに力を入れています。そ

して「何ごとにもめげず、力いっぱい意欲的な生活ができる園児に」と保母 同努力してい

ます。 (写真は、子供の日にあげるこいの(;fηを作る神科第 2保育園の園児)

市長相談日
「市民と市長の日」を6月1日(利午前9
時から午後4時まで市役所三階市長室
でb行います。お気軽におでかけくださし、。

主な内容

農地問題相談日
農地の取得、転用など、農地にかか
わる問題で悩んでいる皆さんのため、
6月1日(柑午前8時30分から午後 5時
まで、市役所二階農業委員会事務局で
「農地問題相談」を行し、ます。お気軽
にお出かけ くださ L、。

北陸新幹線早期建設と駅設置、市議会で決議……………… Zページ

着々 と進む自然遼動公園造り..........一...........................3ページ

児童手当現況届を児童(民生)委員さんへ…………………ー 守ページ

灯油・ガソリンなどの届出は済みましたかー・・・・…・・・・・・・・・・ー・4ページ

農地を有効に利用しよう、貸し借りが安心してできます・・・ 5ページ

定期監査の結果公表……………………………………………6ページ
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北陸新幹線
早期建設と駅設置

戸議会

連l

報

新

幹

線

が

上

回

に

と

ま

ら

ず

素

通

り

広
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
私
た

一

ち

の

郷

土

は

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

一
そ
う
な
る
と
現
在
の
信
越
線
で
は
、

制
御
特
急
急
行
の
大
部
分
が
な
く
な
り
東

同
開
京
に
行
く
場
合
と
か
長
距
離
旅
行
に
は

押
掛
非
常
に
不
便
に
な
る
で
し
ょ
う
。

削
船
そ
し
て
上
田
市
は
活
気
を
失
い
将
来

一
は
、
さ
び
れ
た
街
に
な

っ
て
し
ま
う
の

一
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

こ

ん
な
こ
と
か
ら
上
田
市
発
展
の
「
カ

一

ギ

」
と
い
わ
れ
る
北
陸
新
幹
線
上
田
駅

号
誘
致
の
問
題
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ

り

ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

n
，. 第
昨

年

六
月
か
ら
広
報
「
う
、え
だ
」
を
と

-
お
し
て
新
幹
線
の
概
要
、
通
過
都
市
の

えつ

現
状
な
ど
を
数
回
に
わ
た
り
お
し
ら
せ

し
ま
し
た
。

本
年
、
一
月
十
八
日
の
市
議
会
全
員

協
議
会
で
も
「
新
幹
線
上
田
駅
は
、
現

上
田
駅
に
併
設
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま

し
い
」
と
の
意
見
で
し
た
。
更
に
三
月

定
例
市
議
会
で
は
「
北
陸
新
幹
線
早
期

建
設
お
よ
び
上
田
駅
設
置
に
関
す
る
決

議
」
が
左
文
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期

成
同
盟
会
に
加
入
の
周
辺
町
村
(
八
町

三
村
)
の
議
会
で
も
広
域
的
な
地
域
発

展
の
た
め
上
田
市
に
新
幹
線
の
駅
設
置

を
強
く
熱
望
す
る
旨
の
決
議
が
議
決
さ

れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。

北陸新幹線早期建設および上田駅設置に関する決議

北陸新幹線建設は、市民生活の利便ならびに沿線地域の総合的な均衡ある開

発発展および国民経済、文化におよぽす効果は大なるものがあり、早期建設が

待望きれるところである。

本上田市は、東信地域における最大の文化、経済、産業流通等の中心拠点と

して、地域発展の積極的な推進的役割を果たしているのみならず、関係周辺地

域とともに、恵まれた 自然環境を大きな要素として観光需要の要請にこたえ、

今後県東信地域の中核都市として大きな生活聞を形成しつつ、益々発展が約束

されているところである。

全国新幹線鉄道整備法に基づき、昭和48年運輸大臣において、北陸新幹線は

整備計画線として決定され、 路線の上田市通過が必至となったことにともない

新幹線上田駅の設置は、ひ とり上田駅勢圏市町村の飛躍的発展の基をなすのみ

ならず、国道 143号線ならびに国道 254号線三オ山陰道の完通にともない、中

南信地域および国道 144号線による群馬県との最短交流等地理的要件が具備さ

れ、相五発展の根幹を築くものである。

北陸新幹線早期建設ならびに上田市に新幹線駅の設置を強〈熱望し、これが

実現にあたり、最大の協力を惜しまないものである。

以上決議する。

昭和52年 3月25日

ー第 743号』

唱
日
⑥
一
⑧
川
園
⑩
・
リ
⑮
u

E

新
幹
線
て
ど
ん
な
も
の
か
知

っ

と

で

す

。

¥
M〆
イ
て
い
ま
す
か
。

新

幹

線

は

日
本
各
地
の
主
要
部
分
を

/
Jて
す
で
に
東
海
道
新
幹
線
や
山
陽
高
速
鉄
道
で
結
び
、
全
国
的
な
発
展
を

-

新

幹

線

に

乗

っ
た
り
、

ま
た
見
た
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
、
時
速
二
百
キ

ャ
f
こ
と
の
あ
る
人
が
大
勢
い
る
と
思
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
速
度
で
き
こ

7桝
M
守
い
ま
す
。

と

が

で

き

る

幹

線

鉄

道

な

の

で

す

。

コ

そ

し

て

カ

ッ
コ
よ
く
速
い
列
車
北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
か
ら
信
越
、

.

が

新

幹

線

だ

と

認

識

し

て

い

る

人

北

陸

を

回

っ
て
大
阪
ま
で
約
六
百
九
十

¥
'
L
Y

キ
ロ
を
三
時
間
四
十
分
で
結
ぶ
高
速
鉄

/

眠

、

道

で

、

地

域

の

発

展

の

た

め

、

北

陸

新

E

幹
線
の
早
期
建
設
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑥
 
亡

上田市議会長野県

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

普
か
ら
交
通
の
便
の
ょ
い
と
こ
ろ
か

ら
発
展
し
て
い
く
の
は
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
い
、
え
る
こ

日本を

タテに結ぶ

新幹線

マ
産
業
功
労
者

矢
島
謹
一
き
ん
(
大
屋
、
六
十
一
歳
)

長
野
県
味
噌
工
業
協
同
組
合
を
設
立

以
来
、
十
年
間
常
務
理
事
を
務
め
ら
れ

-このほかに、基本計画決定されている中失新幹線等があります。

マ
体
育
功
労
者

小
宮
山
太
助
さ
ん
(
中
央
四
丁
目
、

七
十
六
歳
)

昭
和
二
年
、
剣
道
修
業
の
道
に
入
つ
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診
察
。
院

E
l
〆

L
寸

-
r
E
6
d
p
t
;

ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
六
月
か
ら
広
報

『う
え
だ
」
を
と

お
し
て
新
幹
線
の
阪
要
、
通
過
都
市
の

発発展 1

待望さ

本上E

して、

主主と と

今後県

されて

全国

整備計

新幹線

ならず

南信

れ、

北

実現に

以

金
子

安
男
さ
ん

勲
五
等
双
光
旭
日
章

四
月
二
十
九
日
、
元
長
野
県
人
事
委

市民みんなが待ち望んでいる「上回市自然運動公園」は

56年度完成を目指して着々と建設されていま す。

現在、 51年度事業の取り付け道路、プール敷、 運動広場

の造成工事が約 3，500万円の費用をかけて終了。 引き続き

流水プールの建設など52年度事業が約 1億 2，800万円をか

けて着々と進行しています。

貝
会
委
員
、
元
上
田
市
助
役
の
金
子
安

男
さ
ん
が
「
勲
五
等
双
光
旭
日
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
き
ん
(
常
磐
城
六
丁
目
、
七
十

三
歳
)
は
、
昭
和
九
年
長
野
県
農
林
主

事
補
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
北
安
曇
地

方
事
務
所
長
、
上
小
地
方
事
務
所
長
、

労
政
課
長
、
総
務
部
人
事
課
長
兼
秘
書

課
長
、
人
事
委
員
会
事
務
局
長
な
ど
を

歴
任
、
同
三
十
四
年
退
職
さ
れ
る
ま
で

二
十
有
余
年
に
わ
た
り
県
政
発
展
に
尽

き
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
上
田
市
助
役
に
就
任

以
来
、
市
財
政
の
健
全
化
、
市
民
会
館

の
建
設
促
進
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
な
ど
同
三
十
八
年
退
任
さ
れ
る

ま
で
市
の
振
興
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
、
同

五
十
年
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
県
人
事

委
員
会
委
員
と
し
て
、
県
政
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰

四
名
の
皆
さ
ん
が
受
彰

五
十
二
年
度
県
知
事
表
彰
に
地
域
の

発
展
に
尽
き
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

矢
島
謹
一
き
ん
ほ
か
三
名
の
方
々
が
五

月
三
日
県
庁
講
堂
に
お
い
て
知
事
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

マ
多
庫
業
功
労
#
a
R

矢
島
謹
一
き
ん
(
大
屋
、
六
十
一
歳
)

長
野
県
味
噌
工
業
協
同
組
合
を
設
立

以
来
、
十
年
間
常
務
理
事
を
務
め
ら
れ

そ
の
問
、
組
織
の
強
化
を
図
り
な
が
ら

原
料
の
共
同
陣
購
入
、
製
品
の
共
同
販
売

を
実
施
。
ま
た
、
信
州
味
噌
の
品
質
の

向
上
と
均
一
化
を
進
め
る
と
と
も
に
市

場
占
有
率
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
工

場
廃
水
処
理
に
つ
い
て
も
、
処
理
施
設

の
共
同
化
を
行
う
な
ど
、
業
界
の
振
興

発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

鈴
木
俊
き
ん
(
天
神
四
丁
目
、
六

十
八
歳
)

上
回
企
業
側
社
長
と
し
て
、
た
ば
こ

用
木
箱
の
段
ボ
ー
ル
化
を
全
国
に
先
き

が
け
て
行
う
と
と
も
に
、
農
産
青
果
物

な
ど
の
集
出
荷
用
に
も
段
ボ
ー
ル
化
を

図
り
、
そ
の
改
善
、
普
及
の
指
導
と
実

現
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野

県
段
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
、
上
回
商
工

会
議
所
副
会
頭
、
上
田
市
職
業
安
定
協

会
理
事
な
ど
を
歴
任
、
地
域
の
産
業
め

振
興
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

保
屋
野
重
一
き
ん
(
中
央
西
二
丁
目

六
十
六
歳
)

長
野
県
信
用
組
合
の
役
員
と
し
て
、

十
五
年
有
余
の
問
、
中
小
規
模
、
特
に

小
零
細
企
業
の
金
融
を
行
い
、
県
内
中

小
企
業
の
金
融
円
滑
化
に
努
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
長
野
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
副
会
長
と
し
て
、
県
内
中
小
企
業

の
組
織
化
を
図
る
な
ど
、
中
小
企
業
の

育
成
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

円高 〈臼 (公時 〈品開 。へ '::::::::::8i::::::::~:::::- 展に般小のカ年加て 七
.大入刷上昼日白各圏ま五出と f催雀第 e第3簿努 e雲狽E類頭=の剣社 、理きの。以昭十小体
大人場か回示本品部内で月品ごし五主:プ~滋i!!!!;illi主き e た道会中事れ長会来和六宮育

Z言号主喜毒回量?二Z=習雲手EJ主ι5遂.;;;;:;-川記合妥企Z司よE苦土=き史;
百円 月合~洋羊類も搬回四〉を。小干干ど…λ:美f 尽及至か会のわ就小、 助者

円函 三票票南 V X C喜(品見 暮喜差:五五黒二γ〉ιJ十
小売 日館期彫 二て合午 ちの展誌:二三畏まるで校努長、て連修 ( 
・百 例)で問刻 点〈展後 し皆を開日を?しな、生め野剣か盟業 士
中八 ま五〉、 以だ示ー でき次径三催たどあ、売県道らのの 穴
学十 で月 工 内き館時 いんの 7卒 γー~:r :::I}~ 。 、ら大山剣発は設道 四
生円 。二 芸 )い(か まのと 2日}J川悦・ 剣ゆ学た道展、立に 了
五) 十 。上ら すごお ((jljg・ 道る、わ速に二に入 R 
十 五 回三 。出り υ~::::::;:;:;. ・ m 発層ーら盟努十参
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お知らせ

ブラジルのお嫁さん、イザベル・ソ

:7ーレスさん(27歳)とべラ・ルクシヤ
ール・ ソワーレスさん(21歳)が市長を表

;敬訪問、なごやかに歓談しました。ぉ

(二人は、市内の商庖で行われた、プラ

;ジル宝石展のホステスとして来日され

;ました。(写真左が石井市長、右がぺ

:ラさん、よそのとなりがイザベルさん)

児
童
手
当
現
況
届
を

児
童
(
民
生
)
委
員
き
ん
へ

6月6日

までに

え

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
児

童
手
当
現
況
届
を
六
月
六
日
間
ま
で
に

報

児

童

(
民
生
)
委
員
さ
ん
へ
提
出
し
て

広

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
児
童
委
員
さ
ん

一
が
お
届
け
し
ま
す
。

一
児
童
手
当
は
、
請
求
に
よ
り
支
給
さ

畑
町
れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人
は

羽
閥
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

抑
制
〈
受
給
資
格
〉

胴
船

1
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

一
養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

一

が

義

務

教
育
終
了
前
(
中
学
校
を
卒
業

一

す
る
ま
で
)
の
児
重
で
あ
る
こ
と
。

一

2
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
(
例
え
ば

号
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
、
三
百
二
十
六

川

万

六
千
円
)
に
満
た
な
い
こ
と
。

値
崩
W

〈

S
T
鱒
mm
主

e
官
H
唱

曲

〉

，

柑
担
当
す
る
人
は
、
市
役
所

-
階
福
祉

つーー第 743号ー

事
務
所
社
会
課

(
窓
口
十
番
)
か
、
豊

殿
、
塩
田
、
川
西
の
各
支
所
へ
、
印
鑑

健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳
を
持
参
し
て

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公

務
員
、
公
共
企
業
体
の
職
員
は
勤
務
先

き
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
、え
て
一
二
人
目
か
ら
の
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
。

〈
支
給
方
法
〉

毎
年
度
、
六
月
、
十
月
、
二
月
の
三

回
に
分
け
て
、
四
か
月
分
づ
っ
受
給
者

の
普
通
預
金
口
座
(
郵
便
貯
金
を
除
く
)

に
振
り
込
み
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
届
出
〉

住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
家
族
内
に

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)

六
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

六
月
期
は
、
六
月
十
五
日
闘
が
支
給

日
で
す
の
で
、
四
・
五
日
し
て
か
ら
口

座
を
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
(
二
・
三

四
・
五
月
の
四
か
月
分
)

灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
届
出
は

済
み
ま
し
た
か

〈
一
般
家
庭
も
届
出
が
必
要
で
す
V

四
月
一
日
か
ら
、
一
般
家
庭
で
貯
蔵
防
本
部
と
各
分
署
に
あ
り
ま
す
)

し
て
い
る
石
油
類
も
、

消

防

署

へ

届

出

ガ

ソ

リ

ン

l
ニ
O
E
か
ら
九
九
E
。

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

灯
油

l
一

o
o
t
か
ら
四
九
九
E
。

届

出

が

必

要

な

石

油

類

は

次

の

と

お

重

油

l
四

O
O
t
か
ら
一
九
九
九

t

り
で
す
。
ま
だ
届
出
が
済
ま
な
い
ご
家
右
記
以
上
の
量
を
貯
蔵
す
る
場
合
は

庭
は
、
至
急
、
消
防
本
部
か
各
分
署
へ
法
律
に
よ

っ
て
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

届
出
て
(
だ
き
い
。
(
届
出
書
は
、
消
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
注
意

家
内
労
働
法
を
守
り

明
る
く
内
職
を
し
よ
う

〈家
内
労
働
旬
間
5
月
幻
日
か
ら
〉

3
、
工
貨
は
、
製
品
を
受
け
取
っ
て
か

ら
一
か
月
以
内
、
ま
た
は
締
切
日
か
ら

一
か
月
以
内
に
支
払
わ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

と と生い はの ま児 まだの ミお二
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い
る
の
で
、
決
定
額
以
上
の
工
貨
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ャ
ラ
リ

l
。

主

催

1
上
田
市
、
上
回
小
県
歯
科
医

師
会
、
東
信
歯
科
衛
生
士
会
。

一九一民涯一段一川合一

eJJ川町叩
'J3んじ
JTee--…gL/eh

六
月
の
三
歳
児
、
乳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
三

十
分
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

一
E 
上田市健康センター 塩2階田支会議所室 祉川西社会福センタ

4か月児 9か月児 ;か月児 4か月児 会場上田市健康
川西社会福

9 センター 祉センター

対極尻東部温尻東部
川辺南部川辺南部 内|
象泉国中央泉田中央 対象地区新市旧市内 川西全区

地側川 北部神川 北部温園全区 川西全区 、、実施対M目a象¥圃鬼
区 神科西部神科西部 49年

5・6月生

且己主…生 i護羽生 i窪羽生
ロ:日五日 .1!日 ~-~' I~ 月 16 日 1 30 日 24 日

=旗児検診日程表乳児検診日程表
毎
週
第
二
、
第
四
の
金
曜
日
、
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で

で
す
。

。。

ω3
uh--ur
是・・
1
5
2小0
・
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2
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

(例
え
ば

扶
養
鰻
族
五
人
の
渇
合
、
三
百
二
十
六

万
六
千
円
J

G
前
た
な
い
こ
と

《
手
続
き
方
法
v

告
す
る
人
は
.
市
役
所
二
階
福
祉

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

届
出
が
必
要
な
石
油
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。
ま
だ
届
出
が
済
ま
な
い
ご
家

庭
は
、
至
急
、
消
防
本
部
か
各
分
署
へ

届
出
て
く
だ
さ
い
。
(
届
出
番
は
、
消

灯
油

1

一O
O
E

重
油

1
四
O
O
t
か
ら

一
九
九
九
E

右
記
以
上
の
量
を
貯
蔵
す
る
場
合
は

法
律
に
よ
っ
て
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い

よ
う
注
意

3
、
工
貨
は
.
製
品
を
受
け
取

勺
て
か

号

ら

一
か
月
以
内
、
ま
た
は
締
切
日
か
ら

一
か
月
以
内
に
支
払
わ
な
く
て
は
な
り

第

ま

せ

ん

。

一

4
、
工
賃
の
支
払
い
や
、
原
材
料
、
製

一

家
内
労
働
(
内
職
)
者
の
労
働
条
件

目

二
六

l

一
五
官
@
O
三
三
八

)

口
聞
の
受
け
渡
し
は
、
家
内
労
働
者
の
自

一

の
向
上
と
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め

V
労

働

法

の

あ

ら

ま

し

宅

(作
業
場
)
で
行
う
よ
う
努
め
な
け

一

五

月

二
十

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を

1
、
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
に
家
内
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

齢

家
内
労
働
句
聞
と
し
て
、
家
内
労
働
法
労
働
手
帳
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

5
、
家
内
労
働
者
に
機
械
、
原
材
料
を

問
酬

の
理
解
と
認
識
を
高
め
る
運
動
を
行
い
せ
ん
。

提
供
す
る
と
き
は
、
必
要
な
安
全
衛
生

議

ま

す

。

2
、
六
か
月
以
上
委
託
し
て
い
る
場
合
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

儒

家

内

労

働

に

つ

い

て

、

悩

み

や

ご

相

で

、
委
託
を
打
ち
切
ろ
う
と
す
る
と
き

6
、
電
気
部
品
加
工
、
メ
リ
ヤ
ス
加
工

一

誠
が
あ
る
人
は
、
上
国
労
働
基
準
監
督
は
、
遅
滞
な
く
予
告
す
る
よ
う
努
め
な
洋
服

・
作
業
服
・
シ
ャ
ツ
加
工
な
ど
に

一
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

常

図

二

丁

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

つ

い

て

は

、

最

低

工

貨

が

決

め

ら

れ

て

だ

o
o
b
O
0
0
6
0
4
1
w
o
o
o
o
o
t
b
o
c
G
Oド
0
0
0
0品

り

年

ら

農

を

て

安

当

返

ど

に

貸

が

有

れ

委

一

借

は

と

「

画

つ

ず

該

、

な

)

(

り

所

く

。

業

一

し

度

に

る

計

行

れ

、

た

、

法

権

借

の

が

す

農

一

貸

用

法

め

で

を

わ

で

ま

い

振

用

し

地

閉

ま

)

一

の

利

地

進

定

計

ら

の

。
な

農

利

貸

作

期

い

臼

一

地

の

農

し

予

集

と

す

い

ら

(

、

に

小

り

て

町

一

農

地

、

推

る

、

に

ま

な

な

。
律

り

と

、

よ

れ

②

一

、

農

め

を

す

施

法

り

え

ば

す

法

よ

ご

て

に

ら

線

一

め

、

た

用

施

実

地

あ

。

ら

れ

ま

る

に

)

い

②

ぎ

有

)

一

た

り

る

利

実

を

農

が

す

も

け

き

す

」

位

て

も

か

は

臼

一

る

な

せ

効

ら

査

を

色

ま

〕

て

な

で

関

定

年

れ

権

に

a
w
一

い

く

さ

有

か

調

り

特

し

色

し

わ

が

に

規

3

ら

借

地

線

②

一

て

多

少

の

け

望

借

な

い

特

え

払

り

備

業

(

け

貸

由

民

内

線

一

れ

が

減

地

付

希

し

き

願

と

返

支

借

整

事

開

設

、

の

∞

有

一

き

地

を

農

作

の

貸

大

お

い

か

を

し

の

進

期

が

た

内

U
m
m
一

議

農

地

、

の

家

の

な

を

ら

な

料

貸

域

増

定

例

ま

域

@

沢

一

保

廃

農

と

年

農

地

う

カ

ね

か

作

て

地

用

一

特

。
。

地

宮

線

一

く

荒

廃

大

日

区

農

よ

協

の

な

離

し

輿

利

、

の

ん

す

輿

(

内

一

強

、

荒

拡

を

地

、

の

ご

業

、

ば

心

振

地

れ

法

せ

ま

振

係

∞

一

が

緋

。

、
の

」

当

は

次

の

事

合

れ

安

業

用

き

地

ま

し

業

輿

引

一

権

休

す

耕

営

業

該

業

ど

ん

進

場

す

、

農

農

定

農

れ

了

農

振

@

一

作

、

ま

休

経

事

、

事

な

き

増

た

と

く

、

「

設

。

、

き

終

、

課

宮

一

耕

し

い

の

業

進

に

の

る

皆

周

し

う

な

は

だ

が

す

は

用

に

は

〕

林

(

一

で

滞

て

こ

農

増

で

こ

え

の

利

貸

ら

が

業

い

)

ま

業

適

的

業

せ
農
局
一

法

停

し

、

、

用

す

。
行

家

地

を

も

安

事

づ

り

し

事

は

動

事

合
部
務
一

地

が

下

は

ず

利

、

す

て

農

用

地

て

不

の

と

借

了

の

限

自

の

問

政

事

一

農

ど

低

市

れ

地

め

ま

し

区

農

農

し

の

こ

も

し

終

こ

制

ば

こ

お

農

会

一

な

年

わ

用

進

い

心

地

〔

①

②

③

④

〔

員

一

えつ

農地法にとらわれず

貸し借りが安心してできます

一(5)一一一一昭和52年 5月16日 広報

家
内
労
働
法
を
守
り

明
る
く
・
内
職
を
し
よ
う

ハ家
内
労
働
旬
間

5
月
幻
日
か
ら
〉

〈農地を有効に利用しよう〉

栄三選挙の知識
ぱ泣j その③

と

き

H
H
六
月
四
日
出
午
後
一
時
1
五

時
。
六
月
五
日
側
午
前
十
時

1
午
後

四
時
。

と
こ
ろ

l
西
武
デ

パ
ー
ト
三
階
市
民
ギ

い
る
の
で
、
決
定
額
以
上
の
工
貨
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

毎
週
第
二
、
第
四
の
金
曜
日
、
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で

で
す
。

上
回
さ
っ
き
会
に
よ
る
一
さ
つ
き
展

示
会
」
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
の
で

大
勢
の
皆
さ
ん
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と

き

1
六
月
二
日
附
1
七
日
閃
午
前

八
時

1
午
後
六
時
。

と
こ
ろ

l
市
役
所
正
面
玄
関
入
口
お
よ

ぴ
右
側
広
場
。

選挙権と被選挙権

(1)選挙権(選挙する権利)

衆議院・参議院議員(国会議員)の選挙権

0 日本国民であること

0年齢が満20歳以上の人であること。

県・市町村の議会議員および長(地方選挙)の選挙権

0 日本国民であること。

0年齢が満20歳以上の人であること。

0同一都道府県内あるいは同一市町村内に 3か月以上引き続

き住所を有する人であること。

@国会議員の選挙権と違って、地方選挙の場合は、住所要件

が必要で、 3か月以上その地方に住んでいる人とされてい

るのは、ある期間そこに住んでいてその県や市町村の事情

がわかってから選挙権を行使するのが適当という趣旨から

です。

(2)被選挙権(選挙される権利)

選挙の種類

衆議院議員

参議院議員

県会議員

要件

年齢満25歳以上の人

年齢満3ο歳以上の人

県議会議員の選挙権を有する人

で年齢満25歳以上の人。

年齢満30歳以上の人。

市町村議会議員の選挙権を有す

る人で年齢満25歳以上の人。

市町村長 |年齢満25歳以上の人。

@選挙権、被選挙権の要件がそろっていても禁治産者、犯罪者

などは、選挙権も被選挙権もありません。

県知事

市町村議会議員
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財政課

公有(普通)財産の賃貸契約の更新未了のものにつ

いては、契約締結を促進されたい。

また、財産の貸付、売払い等に係る収入調定は、そ

のつど正しく起票盤理されたい。
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守

正

定期監査の結果公表

小池

竹内

上田市監査委員

特集

外

公害課

特記事項なし。

市民課

誕生祝用アルノリ‘の受払いについては、常時在庫と

照合して正確に記帳盤理されたい。

また、備品台帳の受払いについても問機整備を図ら

れたい。

交通災害共済への加入者は、会員期聞の統一を図っ

たことなどによって増加しているが、未加入者につい

ては、機会をとらえて加入促進につとめられたい。

音日生民

同

昭和51年12月20日から昭和52年 3月19日までの聞に

行った、 定期監査の結果について、次のとおり発表し

ます。

。監査の内容

昭和51年度における予算の執行、事務処理の状況、

契約およ び工事等の実施状況。

庶務課

工事は、その内容に応じて契約の時期等を検討し、

早期着工を図られたい。

市民税課

電算機へ入力する課税の基礎データの作成にあたっ

ては、特に周到な判断のもとに、錯誤等のないよう注

意して整備にあたられたい。

資産税課

固定資産の異動などによる課税客体の的確なは握に

ついて特に意を用いられたい。

また、在来家屋の一斉調査については、公平を保つ

ため早期の完了が望ましいが、実績等からさらに検討

を加えて推進を図られたい。

収税課

動産の差押物件が旧年度に所属するもので換価価値

が著し く低落しているものについては、早急に適切な

方途を講 じて徴収確保につとめられたい。

市民会館

随意契約ができると規定されている少額工事の請負

契約を行う場合は、所定の決裁によられたい。

また、備品台帳については、通確な盤理につとめら

れたい。

音日工商

秘書課・応急工事課
特記事項なし。

部務

消
特記事項なし。

会計課
物品購入に係る入札について指名を受けた者から棄

権の意思表示がなく、入札書の提出がない場合は、入

札の目的および効果が期待できないと恩われるので、

公正、機会均等の趣旨から適切な方法について検討さ

れたい。

各支所、塩田母子健康センター
特記事項なし。

部防

企画財政部
企画課

特記事項なし。
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